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延長 １．０ｋｍ

事業概要  

本路線は、衣浦臨海工業地帯から西尾市を経て、岡崎市に至る主要幹線道路です。現道である主要地方道岡崎碧南線

は、岡崎市内においては、市街地を通過する狭小な道路で、周辺地域の市街化の進展に伴う交通量の増大に対処できな

い状況となっています。このため、このバイパスである衣浦岡崎線の整備により、都市機能の向上と慢性的な交通渋滞

の解消を図るものである。 
Ｈ９年度事業化 Ｈ３年度都市計画決定 Ｈ９年度用地着手  Ｈ１３年度工事着手 

全体事業費 約７７億円 事業進捗率 ６７％ 供用済延長 ０ｍ

計画交通量  １０，９００台／日 

Ｂ／Ｃ  総費用 （残事業）/（事業全体） 総便益 （残事業）/（事業全体） 基準年  費用便益比 

（事業全体） 

３．０ 

（残事業） 

― 

       －/８４億円 

 事業費：  －/８３億円 

 維持管理費：  －/０．６７億円

       －/２５０億円 

 走行時間短縮便益：  －/２３８億円 

 走行費用減少便益：  －/９．９億円 

 交通事故減少便益：  －/２．１億円 

 平成１８年

事業の効果等  

・都市の再生（ＤＩＤ区域内の都市計画道路整備であり、市街地の都市計画道路網密度が向上する。） 
・個性ある地域の形成（ＪＲ東海道本線により分断されている岡崎市の一体的発展が見込まれる。） 
関係する地方公共団体等の意見  

 地域分断の解消、市街地のより一層の発展のためにも地元岡崎市からも早期完成が望まれている。 
事業採択時より再評価実施時までの周辺環境変化等  

現道は、比較的狭小な道路であるため、依然として慢性的な混雑がある。また、中部国際空港の開港により、中部国

際空港、衣浦臨海工業地帯から西三河地域への交通ネットワークの早期強化が必要であり、渋滞緩和およびアクセス向

上を図るため、当該区間が早期に完成することが期待されており、事業の重要性が増大している。 
事業の進捗状況、残事業の内容等  

 用地買収は約９９％進捗している。 
 残事業は、用地買収１件、道路工事Ｌ＝1,000ｍ 
事業の進捗が順調でない理由、今後の事業の見通し等  

用地交渉や代替地の選定等に時間を要したことから、事業が長期化したが、すでに一部工事着工しております。用地

買収を完了するために、引き続き用地交渉を進め、平成２３年度末の工事完了を目標としている。 
施設の構造や工法の変更等  

新工法による大規模なコスト縮減はないが、再生材の使用等によりコスト縮減を図るとともに、「あいくる材」の積

極的な活用等により環境負荷の低減に努める。 
対応方針  事業継続 

対応方針決定の理由 以上の状況を勘案すれば、当初から事業の必要性、重要性は変わらないと考える。 
事業概要図  
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